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暑い日が続いております...。暑い日が続いております...。

　ついに梅雨が明け、夏本番がやってまいりました。 東京も大阪も連日猛暑が続き、セミの煩さを実感しますね。
この季節は現場も多くなり、蒸し暑い屋内やカンカン照りの野外など様々な場所で作業をしていると思います。
毎年くるこの季節、絶対に付いてまわるのが熱中症や日射病などです。皆さん、もうご存知かと思いますが、今一
度対策などのおさらいをしましょう!

1.保冷剤で首やわきの下を冷やす
水分補給はもちろんですが、ケーキなどを買うとついてくる保冷剤を凍らせておき、タオルやハンカ
チで巻きます。それを、首の左右やわきの下に巻いておくと体が涼しく感じられます。

2.風呂上がりに足を冷水につける
入浴後に汗を引かせるには、最後に足を冷水につけると効果的です。冷水によって一時的に皮膚表
層の血液量が増えるので汗は出るのですが、結果的に汗の全体量を減らすことができます。

3.熱を下げる食べ物を摂る
スイカやキュウリ、冬瓜など、ウリ科の野菜には熱を下げる効果があります。特に冬瓜には漢方薬に
用いられるほど利尿作用があり、むくみ取りや夏バテ対策にピッタリです。

4.朝や夕方に打ち水をする
日本に昔からある打ち水の風習が、見直されてきています。その効果とは、撒いた水が蒸発すること
で空気中の熱を奪い、わずかですが気温を下げるというもの。
朝夕の涼しい時間帯に行うのがベストです。野外現場ではぜひ!

5.青系の服装で涼感アップ
青系色は、赤系色にくらべると感覚的に3℃前後涼しく感じさせる効果があると言われています。
面積が大きく目につきやすいものなら、さらに涼感もアップ。

熱中症/日射病防止を今一度考えましょう!

今月の野外現場
　今年で20周年を迎えた、某大型野外現場。３日間で11万人を動員する、日本国内でも最大級の野外フェス
をリポートしてきました。
　1週間以上にもわたって仕込みをしている現場では、毎朝舞台監督、大道具、鳶職、フォークオペ、アルバ
イトを集めて朝礼を行い、毎日の作業内容の確認、危険箇所の確認と、安全作業をするための注意を確認して
いるそうです。合計11箇所のステージも設営するこの現場では、安全に現場を遂行するため、仕込み時間を基
本8時から18時として、暗くなる時間帯の作業を避けています。そのほとんどが野外ステージにあたる為、悪
天候時の夜間の安全確認も怠らず行うそうです。
　野外現場では、晴天時も作業員の体調管理、特に水分補給には最善の注意をし、雨天時も足元の確認をし、
一つ一つの作業を慎重に行うことを徹底し、今年も大きな事故なく現場を終えてこられたそうです。
　今年もまだまだ野外現場はありますので、ひとつひとつ確実な段取りで、すべて事故なく遂行できるように
一丸となって頑張りたいと思います。


